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帳票出力 の 仕訳条件検索からデータを書き出す 

 1 か月分とか 2 年分、または科目と部門のみ、伝票番号と日付等々の指定で可能です。 

 

         ちなみに 1,3.7,8,9,11～16 は全て CSV データ書き出しが可能です(元帳は元帳のみ) 
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日付範囲指定は決算期をまたがって指定が可能です。（2016/02/01～2018/11/30）   全て指定後 結果表示 

 

・貸借共通 と 貸借個別条件 にて科目枝番部門の指定が可能です（現金貸借共通で発生 借方現金のみなど） 

・どのように書きだすかなど指定が可能です。（Excel 形式で落とせばどのようにでも加工が可能ではあります。） 

 

 

 

 

 

・課税区分を個別指定して書き出しことも可能です。 

 非課税のみ、対象外のみ、共通売上のみ 

 （＊振済は消費税振替前の区分です） 

 

・画面表示に何行表示させるか、またはそのまま Excel に書出す 

か選択（ただしこの Excel は受入れ用ではない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月を指定して 格納をｸﾘｯｸ 

数字を変更したい場合は日付欄か

ら変更する。 

 

右側の科目を選択して決定 
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印刷処理 → 画面プレビュー 

1 テキスト保存処理 →受入れフォーマットではないが名称などが表示されていて見やすい 

2 その他の形式で保存 →CSV 外部データ受入形式 PRO 有、または（xls）外部データ受入形式 PRO 有を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Excel で書き出し、加工後、

CSV 形式で保存する方法が

わかりやすいです。 

 

検索指定：8 月、売掛金、日付入力順、30 行表示 
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（xls）外部データ受入形式 PRO 有 を選択しました。 

保存して開くかそのまま開くか指定してください。 

 

日付、伝票番号、借方科目枝番部門、貸方科目枝番部門 金額、摘要、課税区分、経過、借 PRO、貸 PRO、税率 

 20191001 までは 税率が表示されるバージョンでも特に気にする必要はございません。 

 

 

 

 

  

名前を付けて保存 → CSV カンマ

区切りを選択 → 所定の場所へ保存 

 

次頁は保存したファイルを会計システ

ムへ取り込む作業です。 

自分で加工して保存 
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入力処理 の 外部データ受入 を開きます。 

 

 

 

 

データ受入後、消費税処理を実施す

る場合は 行う にしてください。 
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参照をクリックして、会計データとして取り込みたいファイルを指定します。 

 

 

右端に 更新処理 が表示されている場合はデータレイアウト OK、正常でないものは受入れらいれない 
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■ＥｘｃｅｌファイルをＣＳＶファイルに保存する方法 

ＡＣＤＥＦＧＨを選択して文字列 4 桁で保存します。 

 選択したら右クリック セルの書式設定 を選択します 

 

表示形式 → ユーザー定義 を選択し、種類を 0000 と入力しＯＫをクリックして保存します。 
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拡張子がＣＳＶになります。 例）営業月別予算.csv この形式のファイルにしないと受入れできません。 

 

会計システム側の 外部データ受入れ にて 受入れ可能な書式で保存されます 


